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三菱電機勝監禁部屋を揃去せよ
■
月
１０
日

（水
）
、
三
菱
電

機

の
漆
間
啓
社
長
に
対
し
て
、

女
子
労
働
者

の
監
禁
部
屋

・
追

い
出
し
部
屋
お
よ
び
監
視
カ
メ

ラ
を
撤
去
す
る
申
入
れ
を
行

っ

た
こ
と
を
厚
労
省
記
者
ク
ラ
ブ

で
記
者
会
見
し
ま
し
た
。

朝
日
新
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
９

社
１０
人
の
記
者

が
取
材
し
ま
し

た
。米

田
徳
治
中

央
執
行
委
員
長

は
冒
頭
、

「女

性
労
働
者
は
、

よ
く
生
き
て
私

た
ち
電
機

・
情

報

ユ
ニ
オ

ン
に

た
ど
り

つ
い
て

く
れ
た
」
と
述

べ
、
女
性
労
働

者

の
２
０
０
１

年
か
ら
１５
年
間

に
わ
た
る
出
向

の
た
ら

い
回
し

と
セ
ク

ハ
ラ
被

害

、

２

０

１

７

年
か
ら
の
監
禁

部
屋
や
監
視
カ

メ
ラ
に
つ
い
て
告
発
し
ま
し
た

（概
要
は
右
下
相
を
ご
参
照
く

だ
さ

い
）
。
そ
し
て
、

「追

い

出
し
部
屋
を
通
り
越
し
て
、
労

働
基
準
法
第
５
条
違
反
の

『
監

禁
部
屋
』
だ
。
女
性
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
、
た
た
か
い
を

広
め
強
め
て
い
く
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

女
性
労
働
者
は

「ま
る
で
拷

間
や
虐
待
を
受
け
て
い
る
よ
う

だ
６
隔
離
部
屋
、
監
禁
部
屋
だ
」

と
訴
え
ま
し
た
。

記
者
会
見
の
内
容
を
、
し
ん

監
禁
部
屋

・
追

い
出

し
部
屋
と
監
視
カ
メ
ラ
の
概
要
と
申
入
れ
内
容

女
性
労
働
者

。
当
組
合
員
は
、
２
０
０
１
年
７
月
以
来
１
５
年
間
に
わ
た

っ
て
、
関
連

子
会
社
へ
の
出
向
、
関
係
会
社
へ
の
二
重
出
向
、
さ
ら
に
出
向
先
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
４
月
に
出
向
が
解
除
さ
れ
、
三
菱
電
機
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

業
務
部
の
業
務
部
長
付
け
に
配
属
。
勤
務
場
所
は
、
鎌
倉
製
作
所

（
鎌
倉
市
）
に
あ
る
９

工
場
３
階
の
物
置
部
屋
を
改
造
し
た
と
思
わ
れ
る
６
畳
程
度
の
個
室
、
い
わ
ゆ
る
監
禁
部

屋

・
追
い
出
し
部
屋
で
し
た
。
ま
た
、
監
禁
部
屋
出
入
り
□
の
廊
下
に
は
出
入
り
を
監
視

す
る
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
常
時
監
視
さ
れ
て
き
讀
し
た
。

監
禁
部
屋

・
追
い
出
し
部
屋
は
、

①
部
屋
は
冷
暖
一房
空
調
設
備
が
な
く
、
窓
の
換
気
一扇
は
ビ
ニ
ー
ル
で
塞
が
れ
て
い
る
。

②
電
話
器
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
な
ど
の
劣
悪
な
労
働
環
境
で
し
た
。

配
属
直
後
、
監
禁
部
屋
の
劣
悪
な
労
働
環
境
に
よ
り
、
熱
中
症
な
ど
で
３
回
救
急
搬
送

さ
れ
た
後
、
床
に
使
い
古
し
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
敷
れ
、
エ
ア
コ
ン
と
総
務
課
だ
け
に
通
話

で
き
る
内
線
電
話
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
ユ
ニ
オ
ン
は
、
三
菱
電
機
に
対
し
、
２
点
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

①
直
ち
に
当
組
合
員
が
就
労
す
る
監
禁
部
屋

・
追
い
出
し
部
屋
の
撤
去
と
監
視
カ
メ
ラ

を
撤
去
す
る
こ
と
。

②

当
組
合
員
を
適
切
な
勤
務
場
所
に
移
動
し
、
通
切
な
業
務
に
配
置
し
、
貴
社

「
職
場

風
土
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
則
り
人
権
侵
害
は
行
わ
な
い
こ
と
。

ぶ
ん
赤
旗
、
朝
日
新
聞
、
弁
護

士
ド
ツ
ト

コ
ム
、
弁
護
士
Ｊ
Ｐ

な
ど
が
報
道
し
、
日
本
共
産
党

の
志
位
和
夫
委
員
長
が

「
こ
ん

な
甚
だ
し
い
人
権
蹂
躙
が
、
２

１
世
紀
の
日
本
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
絶
対
に
許
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
」
と
ツ
イ
ー
ト

す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼

ん
で
い
ま
す
。

‐２
月
１８

日

（
土
）
に
は
、

「三
菱
電
機
女
性
労
働
者
の
実

態
を
知
り
、
た
た
か
い
を
支
援

す
る
集
会
」
を
東
京
都
南
部
労

政
会
館
で
開
催
し
、
社
会
的
世

論
と
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

11月 10日 (水)厚労省記者クラブでの記者会見
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雇
用
不
安
、
地
域
経
済

の
衰
退
、

人
口
減
少
な
ど
深
刻
な
影
響
に

職
場
と
地
域
か
ら
の
共
同
し
た

運
動
と
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
日
本
共
産
党

の
日
谷
武
夫
県
副
委
員
長
、
福

田
明
北
部
地
区
委
員
長
、
宇
田

貴
子
ひ
た
ち
な
か
市
議
、
千
葉

達
夫
日
立
市
議
よ
り
連
帯
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茨
城
労
連

の
自
石
勝
巳
議
長

の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
読
み
上

げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
と
会
計
報
告
を
堀

啓

一
書
記
長
が
行

い
、
大
内
健

オ
ン
組
合
員
と
し
て
団
体
交
渉

を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

よ
く
生
き
て
電
機

・
情
報
ユ
ニ

オ
ン
に
た
ど
り
つ
い
て
く
れ
た

女
性
組
合
員
は
、
２
０
０
１

年
７
月
以
来
１５
年
間
に
わ
た

っ

て
、
関
連
子
会
社

へ
の
出
向
、

関
係
会
社

へ
の
二
重
出
向
、
さ

ら
に
関
連
会
社

へ
の
出
向
の
中

で
パ
ワ
ハ
ラ
セ
ク
ハ
ラ
に
苦
し

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１

７
年
４
月
に
出
向
先
か
ら
解
除

次
委
員
長
が
電
機
産
業
、
特
に

日
立

の
リ
ス
ト
ラ
経
営
と
職
場

の
実
態
と
た
た
か
い
、
運
動
方

針

の
大
会
議
案
を
提
案
し
ま
し

た
。討

論
で
は
、
在
宅
勤
務

・
テ

レ
ワ
ー
ク
で
の
劣
悪
な
作
業
環

境
、
在
宅
勤
務
手
当
と
通
勤
手

当
に
よ
る
矛
盾

へ
の
職
場
要
求
、

社
員
食
堂
な
ど
の
福
利
厚
生
施

策

の
低
減
、
早
期
退
職
募
集
に

よ
る
品
質
低
下

へ
の
危
惧
、
他

団
体
と
の
協
力

・
共
同
の
取
り

組
み
の
進
め
方
、
既
存

の
日
立

労
組
と
の
関
係
、
現
在
取
り
組

み
中

の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の
門

さ
れ
、
三
菱
電
機
本
店
直
轄
の

Ｉ
Ｔ
部
門
の
イ
ン
フ
オ
メ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
業
務
部

の
業
務
部

長
付
け
に
配
属
。
勤
務
就
労
場

所
は
、
三
菱
電
機

の
鎌
倉
市
上

町
屋

３
２

５
敷

地
内

に
あ

る

「
９
工
場
３
階
」

（
フ
ロ
ア
全

体
は
、
他
社
事
務
室
だ
け
）
階

段
わ
き
の
ゴ
ミ
捨

て
場

の
片
隅

に
あ
る
倉
庫

・
物
置
部
屋
を
改

造
し
た
６
畳
程
度

の
密
閉
し
た

個
室
。

い
わ
ゆ
る
監
禁
部
屋

・

追

い
出
し
部
屋
で
す
。
ま
た
、

前
配
布
で
の
労
働
者
の
状
況
と

監
禁
部
屋

の
出
入
り
日
の
廊
下

に
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
常
時
監

視
し
て
い
ま
し
た
。
信
じ
ら
れ

な

い
事
実
を
、
■
月
１０
日
午
後
、

厚
労
省
記
者
ク
ラ
ブ
で
発
表
し

ま
し
た
。

私
は
、
記
者
会
見
で
開

日

一

番
、

「女
性
労
働
者
が
追
い
出

し
部
屋
を
通
り
越
し
て
監
禁
部

屋
に
入
れ
ら
れ
、
精
神
疾
患
に

追
い
込
ま
れ
な
が
ら
も
、
よ
く

生
き
て
私
た
ち
電
機

。
情
報

ユ

ニ
オ
ン
の
門
を
た
た
い
て
く
れ

職
場
こ
地
域
か
ら
の
共
同
し
た
運
動
を
前
進
さ
せ
よ
う

茨
城
支
部
第
９
回
定
期
大
会

茨
城
支
部
は
１１
月
２８
日
（
日
）

に
第
９
回
定
期
大
会
を
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
勝
田
研
修
室
で
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
１２
名
で
し

た
。冒

頭
挨
拶
で
大
内
健
次
執
行

委
員
長
は

「今
期
は
念
願
で
あ
っ

た

『
日
立
リ
ス
ト
ラ
茨
城
対
策

会
議
』
を
立
ち
上
げ
て
２
回
の

『
労
働
法
は
わ
た
し
た
ち
の
味

方
』
学
習
交
流
会
を
開
催
し
た
。

労
働
法
を
武
器
に
連
帯

。
団
結

し
て
職
場
と
社
会
を
変
え
よ
う

と
新
た
に
現
職
労
働
者
を
迎
え

入
れ
た
。
県
北
地
域
で
の
事
業

再
編

。
売
却
切
り
捨
て
に
よ
る

Ｈ
月
１０
日
午
前
、
三
菱
電
機

漆
間
啓
社
長
に
対
し
て
本
社
で

「監
禁
部
屋

（追
い
出
し
部
屋
）

及
び
監
視
カ
メ
ラ
撤
去

の
申
入

れ
」
を
行
い
ま
し
た
。

監
禁
部
屋
に
入
れ
ら
れ
、
監

視
カ
メ
ラ
で
監
視
さ
れ
て
い
た

の
は
、
９
月
初
め
に
電
機

・
情

報

ユ
ニ
オ
ン
を
訪
れ
た
三
菱
電

機
女
性
社
員
で
す
。
精
神
疾
患

で
休
職
に
追

い
込
ま
れ
、
休
職

満
了
が
過
ぎ
再
延
長
最
中
、
９

月
１３
日
に
は
電
機

・
情
報

ユ
ニ

三
菱
電
機
で
前
代
未
間
の
監
禁
部
屋
、
監
視
カ
メ
ラ

米
田
委
員
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
”

反
応
な
ど
の
報
告
や
発
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
討
論
の
ま
と
め
が

あ
り
議
案
を
拍
手
で
承
認
、
採

択
し
ま
し
た
。
次
期
役
員
提
案

で
は
新
た
に
執
行
委
員
１
名
を

補
充
し
た
、
５
名
体
制

の
支
部

執
行
委
員
会
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
後
に
、　
ユ
ニ
オ
ン
本
部

の

１０
年
の
活
動
に
学
び
、
茨
城
で

も
国
際
労
働
基
準
と
人
権
が
守

ら
れ
る
職
場
を

つ
く

つ
て
い
こ

う
と
、
頑
張
ろ
う
を
三
唱
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

（茨
城
支
部
書
記
長
　
堀

啓

一
）

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

監
視
カ
メ
ラ
は
男
女
ト
イ
レ

前
に
も
設
置
さ
れ
、　
一
人

一
人

の
女
性

の
出
入
り
を
記
録
し
た

デ
ー
タ
も
公
表
し
、
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
は
三
菱
電
機
人
事
部
人

事
課
が
主
導
に
し
て
作
れ
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
朝
日
、
読
売
な
ど

は
報
道
せ
ず
、

「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
が

一
面
で
報
道
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
世
間
に
明
る
み

に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

11月 28日 (日 )茨城支部第 9固定期大会
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11月 6日 (上)愛知支部第 7回定期大会
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要

求

に
基

づ

く

運

動

で
発

展

し

て

い

る

愛
知
支
理

弔
７
口
定
期
大
会

愛
知
支
部
は
■
月
６
日

（土
）
、

愛
知
民
主
会
館
で
第

７
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、

ス
カ
イ
プ
で

の
３
名
含
め
１２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

開
会
に
あ
た

っ
て
成
木
彦
朗

執
行
委
員
長
は

「愛
知
支
部
が

派
遣
切
り
争
議

の
解
決
め
ざ
し

発
足
し
て
か
ら
６
年
、
ヒ

ュ
ー

マ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
日
立

ヘ
ル
ス

ケ
ア
と
の
団
交
や
三
菱
電
機
と

の
団
交
ま
で
発
展
し
、
三
菱
関

連
で
も
団
交
が
予
定
さ
れ
る
な

ど
、
要
求
に
基
づ
く
運
動
で
発

展
し
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
門

前
ビ
ラ
な
ど
で
要
求
を

つ
か
み
、

要
求
を
も
と
に
関
え
ば
さ
ら
に

発
展
で
き
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

東
京
支
部
は
、
■
月
２‐
日
（日
）

‐４
時
～
オ
ン
ラ
イ
ン

「第
５‐
回

組
合
員
の
集

い
」
を
１５
人
で
開

催
し
ま
し
た
。

最
初
に
米
国
徳
治
委
員
長
か

ら

「
９
月
１９
日
開
催
の
本
部
大

会
後
に
二
役
会
議
と
中
執
会
議
、

東
京
支
部
大
会
と
連
続
し
て
重

要
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
組
合

員
の
つ
ど
い
は
、
８
月
か
ら
３
ヶ

月
を
経
て
情
勢

の
変
化
が
あ
り
、

来
賓

の
愛
労
連

の
西
尾
美
沙

子
議
長
は
、
自
ら
の
争
議
で
日

立
争
議
と
も
協
力
し
て
運
動
を

進
め
て
き
た
経
験
を
語
り
、
要

求
実
現
を
め
ざ
し
と
も
に
聞

っ

て
い
こ
う
と
、
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
菱
電
機
派
遣
切
り
争
議
を

勝
た
せ
る
会

の
本
田
直
子
事
務

局
長
は
、
専
門
分
野
で
あ
る
物

理
学
を
引
用
し
な
が
ら
、
　
ョ
一

菱
電
機
と
い
う
大
き
な
岩
が
い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
小
さ
な
力
が

繰
り
返
し
加
え
ら
れ
た
こ
と
で

振
り
子
の
よ
う
に
い
ま
揺
れ
動

い
て
い
る
。
さ
ら
に
力
を
加
え
、

岩
を
動
か
そ
う
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
、
初
め
て
大
木

一
訓
先

生
か
ら
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
活
動
報
告
を
藤
崎

俊
子
書
記
長
、
方
針
を
成
木
彦

朗
委
員
長
、
財
政
報
告
を
新
田

執
行
委
員
が
行

い
、
討
議
に
入

り
ま
し
た
。

Ｍ
組
合
員
は
、
先
日
社
内
で

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
教
育
」

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、

２
０
２
０
年
度

で
三
菱
電
機
グ

ル
ー
プ
で
３
３
０
件
も

の
パ
ワ

ハ
ラ
相
談
件
数
が
あ
り
、
解
決

済
み
の
件
数
が
２
１
４
件
と
な
っ

て
い
る
が

「問
題
な
し
」
と
し

て
、
対
応
し
な
か

っ
た
も
の
も

「解
決
済
」
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
発
言
。

愛
知
争
議
団
の
事
務
局
長
を

し
て
い
る
植
木
さ
ん
は
、
弁
護

士
が
中
心
と
な
る
団
交

の
問
題

点
を
指
摘
し
、
不
誠
実
団
交
と

の
間
い
が
重
要
と
発
言
。

藤
崎
俊
子
書
記
長
は
、
三
菱

電
機
本
社

（鎌
倉
）
の
パ
ワ

ハ

ラ
と
監
禁
部
屋
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

ス
カ
イ
プ
で
参
加
し
た
黍
原

さ
ん
は
家
庭
事
情
で
中

々
外
に

は
出
か
け
ら
れ
な

い
が
、
三
菱

電
機
を
揺
り
動
か
し
て
い
る
支

部
の
取
り
組
み
に
が
ん
ば

っ
て

い
る
な
と
激
励
の
発
言
。

初
参
加

の
久
保
さ
ん
は
日
立

の
門
前
ビ
ラ
を
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

組
合
員
拡
大
を
決
議
し
、
最

後
に
第
７
期
の
新
執
行
委
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

（愛
知
支
部
書
記
長

藤
崎

俊
子
）

の
で
問
題
な
い
と
回
答
し
た
の

で
労
働
局
に
申
告
し
、
株
主
と

し
て
社
長

へ
の
要
望
書
を
届
け

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開
す

る
」

「富
士
フ
イ
ル
ム
で
は
、

日
立
に
売
却
さ
れ
た
の
で
、
福

利
厚
生
や
等
級
が
下
げ
ら
れ
た

の
で
、
諸
要
求
を
ま
と
め
て
団

交
を
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
た
」

な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

（東
京
支
部
書
記
長

谷
口

利
男
）

職

場

の

実

態

こ

取

組

み

を

交

流

東
一累
支
部
第
５‐
回
組
合
員
の
集
い

Ｈ
月
に
公
開
さ
れ
た
電
機
各
社

の
上
期
決
算
は
増
収
増
益
で
あ

る
が
、
各
社
で
個
別
リ
ス
ト
ラ

が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
沖
電
気

で
は
赤
字
決
算
な
の
で
は
よ
り

深
刻
。
日
立
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
不
正
で

の
対
応
策
、
富
士
通
の
最
低
賃

金
で
働
か
さ
れ
る
実
態
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
６０
才
で
再
雇
用
を
せ
ず
に

退
職
さ
せ
る
、
三
菱
電
機

の
監

禁
部
屋
と
監
視
カ
メ
ラ
の
撤
退

を
求
め
る
取
り
組
み
、　
ユ
ニ
オ

ン
結
成
１０
年
誌
の
普
及
の
重
要

性
」
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
交
流
で
は
、

「
Ｎ

Ｅ
Ｃ
分
会
で
は
、
現
職
の
組
合

員
か
ら
定
年
時
再
雇
用
が
で
き

な
い
と
言
わ
れ
て
退
職
さ
せ
ら

れ
た
労
働
者
が
数
人
い
た
と
の

報
告
を
う
け
、
放
置
で
き
な
い

重
要
な
問
題
と
し
て
実
態
調
査

を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
」

「
ル

ネ
サ
ス
で
は
２２
年
３
月
に
年
間

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
あ

ま
り
に
も
大
幅
な
格
差
に
つ
い

て
Ｈ
Ｐ
で
の
ツ
イ
ツ
タ
ー
で
社

員
に
呼
び
か
け
、
フ
オ
ロ
ー
数

が
増
加
し
て
い
る
」

「富
士
通

で
は
再
雇
用
の
時
給
が
地
域
最

賃
と
な

っ
て
お
り
、

１０
月
１
日

か
ら
時
給
２８
円
増
額
さ
れ
た
の

で
上
乗
せ
を
求
め
た
ら
、
時
間

額
３２
円
相
当
の
手
当
て
が
あ
る

酵


